
S（海側）

50cmグリッド

N（陸側）

Ko-d

11–13C

1–3C(～7C？）（2層）

B-Tm→

2500年前頃

3000年前頃

人工改変土

奥尻島の津波堆積物

←段丘面の標高8.2m

Ko-d → ←1741
←13–15C

←BC/AD–4C
←2500年前頃？

←3000年前頃？

貝取澗
完新世段丘
（露頭）

ワサビヤチ川
沖積低地（ピット）

↓ワサビヤチ川沖積低地のピット壁面。現海岸線からの距離：約400 m、標高：約5 m。
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日本地質学会第120年学術大会で発表

日本堆積学会山口大会で発表予定

貝取澗の完新世段丘
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1

2

(m)

←Ko-d

←11－13C

←B-Tm

←1－3C（～
7C?）（2層）

←2500年
前頃

←3000年
前頃

標高 ca. 5m

黒色～暗灰色

粘土
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Ko-d→
↑ca. 13C津波礫？

人工盛土

有機質土

砂混じり有機質土

火山灰

砂

円礫

凡例

50cm

Ko-d

B-Tm

←Ko-d

1741年
←津波礫層？

←B-Tm

←AD780-970

標高7.4m

←ca. 13C津波
堆積物なし？

地質研究所未公表資料

北海道本島の津波堆積物（上ノ国）

標高12m

上ノ国ラスタッペ岬北方

上ノ国大安在浜
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北海道本島の津波堆積物（江差・乙部）

日本地質学会第120年学術大会で発表

人工改変土

泥炭

有機質粘土

砂

火山灰

ca. 13C
津波砂層
ca. 13C
津波砂層
ca. 13C
津波砂層

1741年津波堆積物は
認められず（人工改変）

0 (m)

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

標高6.3m

←Ko-d

←B-Tm

←ca. 13C 津波砂層
AD1300-1420 cal BP

江差町五厘沢

五厘沢沖積低地
（ca.13C津波堆積物）

浸水高：8m±
（都司，2002）

姫川沖積低地
（1741年津波堆積物）

Ko-d

有機質粘土

泥炭

1741年
津波砂層

0 (m)

0.5

1.0

1.5

標高2.7m

←1741年
津波砂層

砂層から産出した海洋生プランクトン遺骸
（左：有孔虫の有機質内膜、右：河口～ごく
浅海域の渦鞭毛藻

Ko-d→
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北海道本島の津波堆積物（せたな）

せたな町
後志利別川河口（堤間湿地）

0 (m)

0.5

標高2～3m

Ko-d→
←1741年津波砂層？
←津波砂層？

Ko-d

1741年津波砂層？

津波砂層？

地質研究所未公表資料

Ko-dとの関係が乙部姫川と類似。
詳細な分析等は未着手。
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